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【手続補正書】
【提出日】平成25年1月10日(2013.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のシステム周波数帯域を用いて、該システム周波数帯域毎に送信データを送信する
ときの送信電力を制御して、該送信データを送信する無線通信装置であって、
　前記複数のシステム周波数帯域を用いて同時に前記送信データを送信するときの第１の
最大送信電力が、一つのシステム周波数帯域を用いて前記送信データを送信するときの第
２の最大送信電力よりも低くなるように低減量を設定すると共に、該第１の最大送信電力
が、該第２の最大送信電力を超えないように、該第１の最大送信電力を制御する送信電力
制御部を備えることを特徴とする無線通信装置。
【請求項２】
　前記送信電力制御部は、前記低減量を用いて、前記第１の最大送信電力を制御すること
を特徴とする請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項３】
　複数のシステム周波数帯域を用いて、該システム周波数帯域毎に送信データを送信する
ときの送信電力を制御する制御方法であって、
　前記複数のシステム周波数帯域を用いて同時に前記送信データを送信するときの第１の
最大送信電力が、一つのシステム周波数帯域を用いて前記送信データを送信するときの第
２の最大送信電力よりも低くなるように低減量を設定するステップと、
　前記第１の最大送信電力が、前記第２の最大送信電力を超えないように、前記第１の最
大送信電力を制御するステップとを少なくとも含むことを特徴とする制御方法。
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